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平成２４年度 国立大学法人大阪教育大学 年度計画 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 

１   入試方法の効果の検証をもとに，専攻ごとに入学者選抜方法等の改善策を

検討する。 

２－１ 昨年度まとめた研究成果を基に，学習成果や到達目標についての具体的内

容を検討する。 

２－２ 教養教育の在り方について検討を進める。 

２－３ 昨年度まとめた研究成果を基に平成 26年度以降の学士課程教育に反映させ

るための課題を整理し，検討する。 

２－４ 引き続き，ＩＣＴを活用した教育環境に関する中期的な方針を検討する。 

２－５ 引き続き，コミュニケーション能力の強化を目指して，英語教育の実施体

制を検討する。 

２－６ 教育実習サポート体制の充実に取り組むとともに，カリキュラム整備に向

けての検討を開始する。 

２－７ ＧＰＡ制度導入に際して生じる具体的課題を整理する。 

３   引き続き，学校インターンシップ推進に必要な措置を検討するとともに，

企業インターンシップの充実に取り組む。 

４－１ 大学院における実践性の高い教職教育の具体化に向けた検討を進める。 

４－２ カリキュラムの再編成を引き続き検討する。 

４－３ 長期履修学生制度の見直しに着手するとともに，引き続き，教育職員免許状

取得プログラム改善のための具体策を検討する。 

４－４ 大学院夜間開講拡充策の検討を継続するとともに，現職教員を対象とした

教育を実施する。 

（２）教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

１   全学ＦＤに関する基本方針を策定し，全学ＦＤ事業を実施する。 

２   昨年度の検討状況を踏まえ，時間割の編成方針を検討する。 

３   京都教育大学，奈良教育大学との連携による京阪奈三教育大学双方向遠隔授

業を開始する。 

（３）学生への支援に関する目標を達成するための措置 

１－１ 指導教員制度の課題整理に取り組み，指導教員制度の充実を図る。 

１－２ 各部局の検討結果をもとに，転籍に関する基本的方向を策定する。 

１－３ 引き続き，電子ポートフォリオの活用・改善と連動した学習相談システムの

開発に取り組む。 



 

- 2 - 
 

１－４ 現行制度の更なる充実を図り，様々な方向から学生の自主的・自発的な活動

を推進する。 

１－５ 京都教育大学，奈良教育大学との連携により，学生合同セミナーや教員就職

に係る連携協力事業を実施する。 

１－６ 各学外支援団体との意見交換会を行い，課外活動の充実・活性化を図るため

の手段を検討する。 

２－１ 心身に障害のある学生への支援体制及び組織について整備する。 

２－２ 引き続き，授業料減免制度の充実等による経済的支援策の検討を進める。 

 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 

１－１ 教員養成教育の基盤となる本学固有の課題の中から，重点研究課題を設定

する。 

１－２ 防災対策を含めた「学校リスクマネジメント」について，分析・研究を進め

るとともに，学生や教職員向け研修会を充実する。 

１－３ 各教員が新たに作成した研究成果物を収集できる体制づくりを検討する。 

（２）研究実施体制等に関する目標を達成するための措置 

１   外部人材との共同研究を推進するための支援策を検討する。 

２   査読に関する関連諸規程を制定する。 

 

３ その他の目標を達成するための措置 

（１）社会との連携や社会貢献に関する目標を達成するための措置 

１－１ 教育委員会等との連携のもと，教育現場のニーズに応じた，教員養成や現職

教員の指導力向上を図る事業を進める。 

１－２ 引き続き，「学生参加型地域連携推進会議」において，学生や地域住民が参

加する地域連携活動等への支援策について協議する。 

２   本学における地域連携事業の推進方策を検討する。 

（２）国際化に関する目標を達成するための措置 

１－１ 外国語による授業及び諸外国での語学研修・文化研修を含む授業の正規科目

化に向け，具体化を図る。 

１－２ 学校教育現場の現状を踏まえ，授業内容やカリキュラムの開発に着手する。 

２－１ ダブル・ディグリー制度導入の基本方針を策定し，東アジアの大学との実施

に向けてプログラム内容の具体化を図る。 

２－２ 留学予定の日本人学生等を対象とする外国語による授業の正規科目化に向

け，具体的な方策の検討を進めるとともに，アジア諸語カリキュラム編成や

授業内容の改善に向けた検討を進める。 
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３   カブール教育大学との交流協定に基づき，教員養成に関する支援活動を行う。

また，ＪＩＣＡからの研修を引き続き受託し，本学の特色を活かした発展途

上国に対する国際教育支援活動を展開する。 

４   地域の日本語・識字教育や国際理解教育の支援及び指導者養成等の活動を展

開する。 

（３）附属学校に関する目標を達成するための措置 

１－１ ・学校安全の充実を図るため，附属学校園の校舎等の耐震・老朽度調査等を

もとに，建物改修計画等の立案を行う。 

    ・附属池田小学校がインターナショナルセーフスクール認証校として，学校

安全に係る我が国の先駆的取組を行うと共に，再認証を受ける。 

１－２ 給食指導及び食育指導を充実するとともに，健全な食生活を指導するための

カリキュラムづくりを推進する。 

２－１ 附属学校園と大学，協力市教育委員会と大学との協議会を継続的に実施し，

附属学校園と公立学校における教育実習の在り方を引き続き検討する。 

２－２ 各地区に設定した研究テーマに基づき，大学と附属学校園による共同研究を

継続する。 

３－１ 平成 23 年４月から設置された専任校長制における，附属学校園の管理運営

等に関する大学と附属学校園との連携の在り方について引き続き検討する。 

３－２ 指導教諭等の人事交流の円滑化に向けて，教育委員会との協議・調整を進め

る。 

３－３ 大学における附属学校園教育支援体制の方針について検討を進める。 

 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

１   引き続き入学定員の適正規模，組織等の見直しについて検討を進める。 

２   教職教育に関する理論的・実践的研究の推進と，学校・地域における教育を

支援し，その充実を図るため，教職教育研究開発センターの見直しを行う。 

３－１ 外部からの意見等を大学運営に反映するため，学外機関との協議会等を通し

意見収集する仕組みを確立する。 

３－２ 各運営機構室の機能の見直しを検討する。 

３－３ 引き続き，専門性を要する部門への人材の雇用を柔軟に進めるための制度の

見直し及び人材の任用を行うとともに，昨年策定した男女共同参画行動計画

に基づき，具体的な施策を実施する。 

３－４ 引き続き，「第 1 期中期目標期間における財務データ」や，次年度以降の運

営費交付金の措置状況などを考慮し，第２期中期目標期間における運営費交

付金等の状況をシミュレーションするとともに，昨年度構築した新たな予算



 

- 4 - 
 

配分方法について検証を行なう。 

４   昨年度策定したリスクマップを活用し，効果的な監査を実施するとともに，

監査結果のフォローアップ等も充実させ，ＰＤＣＡサイクルの強化を図る。 

５   新設したキャリア支援センターを中心とする就職支援の充実を図るととも

に，教育研究支援，学生サービス，社会連携・貢献における職員の専門性及

び業務スキルの向上に結びつく機会を設定する。 

６   費用対効果を重視した業務の効率化を実施する。 

 

２ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 

１   京都教育大学，奈良教育大学との連携により，管理経費の削減や合同事務研

修等を実施するとともに，連携推進室を設置し事務共同化の推進を調整する。 

 

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 外部研究資金，寄附金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための措置 

１－１ 科学研究費などの競争的資金や外部資金の獲得に取り組む教員を拡大する

ため，引き続き効果的な支援策の策定に取り組む。 

１－２ 次年度以降における運営費交付金の措置状況などを考慮し，戦略的な計画

（アクションプラン）の改訂を通じて，新たな学内支援を検討する。 

１－３ 前年度実施したアンケートの分析結果をもとに，社会のニーズに対応する

講座を開設し，適正な講習料を設定する。 

 

２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置 

（２）人件費以外の経費の削減に関する目標を達成するための措置 

１   競争原理を活用した契約方法について，課題を整理するとともに，可能なも

のから順次実施する。 

 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置 

１   昨年度整理した結果をもとに貸付事務の簡素化や料金体系などを引き続き

検討する。 

 

Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するためにとるべ

き措置 

１ 評価の充実に関する目標を達成するための措置 

１－１ 新たな方法による自己点検・評価を実施する。 

１－２ 大学教員個人評価改善委員会において，これまでの結果を踏まえ課題の整

理を行う。 
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２ 情報公開や情報発信等の推進に関する目標を達成するための措置 

１   引き続き，情報セキュリティ意識の向上を図るため，教職員に対し研修を実

施するとともに，学生に対する情報セキュリティ意識向上のための方策を検

討する。 

２－１ 学生広報室の活動を支援することにより，大学広報の充実を図る。 

２－２ 本学の教育研究活動をよりわかりやすく公表するため，ウェブページの内容

の充実を図る。 

２－３ 学内の日常的ニュースを収集するための体制を整備する。 

 

Ⅴ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置 

１－１ 天王寺キャンパスにおける西館整備を実施する。 

１－２ 引き続き，情報基盤システムに関する基本方針の策定に向け，議論を進める

とともに，ＩＣＴを活用した学習や授業が可能となるよう機器整備を行う。 

１－３ 現職教員や社会人等のリカレント教育の場として機能させる天王寺キャン

パスにおける西館整備を実施する。 

１－４ ユニバーサルデザイン等の視点から施設環境整備の立案及び整備を行う。 

１－５ 機能保全・維持管理計画に基づき，優先度の高い項目から整備を行う。 

 

２ 安全管理に関する目標を達成するための措置 

１－１ 附属学校園及び大学キャンパスの安全に万全を期すとともに，安全なキャン

パス環境を維持するための取組を継続的に進める。 

１－２ 学校安全に関する定期的な点検や見直しを継続的に実施する。 

１－３ 幼児・児童・生徒を対象に防災訓練等を継続的に実施する。 

１－４ 非常時の対応のために，学生・教職員を対象に救命講習，防災訓練等を継続

的に実施する。 

 

３ 法令遵守に関する目標を達成するための措置 

１－１ 法定されている審議事項について，経営協議会において一層の実質的審議が

行われるよう運営面に配慮する。 

１－２ 昨年度作成したリスクマップを基に，学内のコンプライアンス強化に資する

監査計画を立案し実施する。 

１－３ 職責に応じた研修システムを確立に向け，研修内容を検討する。 
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Ⅵ 予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画 

別紙参照 

 

Ⅶ 短期借入金の限度額 

１ 短期借入金の限度額 

１６億円 

 

２ 想定される理由 

運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等により緊急に必要となる対策費として

借り入れすることが想定されるため。 

 

Ⅷ 重要な財産を譲渡し，又は担保に供する計画 

重要な財産を譲渡し，又は担保に供する計画はないものとする。 

 

Ⅸ 剰余金の使途 

決算において剰余金が発生した場合は， 

・教育研究の質の向上及び組織運営の改善に充てる。 

 

Ⅹ その他 

１．施設・設備に関する計画 

（単位：百万円） 

施設・設備の内容 予定額 財  源 

・（旭ヶ丘）ライフライン再生（排水設備）

・（松崎町（附小））体育館改修 

・情報基盤整備 

・小規模改修 

総額 

５４０

 

 

施設整備費補助金  （５０７） 

国立大学財務・経営センター 

施設費交付金     （３３） 

注）施設・設備の内容，金額については見込みであり，上記のほか，業務の実施状況 

等を勘案した施設・設備の整備や老朽度合等を勘案した施設・設備の改修等が追 

加されることもあり得る。 

 

２．人事に関する計画 

効率的な大学運営に資する観点から職員配置の年次計画を策定し，平成２４年度に

おける業務等を精査し，学内組織の職員数の適正化を推進する。 

 

（参考１） 平成２４年度の常勤職員数６８６人 

（参考２） 平成２４年度の人件費総額見込み ６,２３９百万円（退職手当は除く） 

（別紙） 

予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画 

（別表） 

学部の学科，研究科の専攻等の名称と学生収容定員，附属学校の収容定員・学級数 
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（別紙）予算（人件費の見積りを含む。），収支計画及び資金計画 

 

１．予 算  
平成２４年度 予算 

（単位：百万円） 

区  分 金  額 

収入 

運営費交付金 

施設整備費補助金 

国立大学財務・経営センター施設費交付金

自己収入 

授業料，入学金及び検定料収入 

雑収入 

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 

前中期目標期間繰越積立金取崩額 

目的積立金取崩 

計 

６，４９４

５０７

３３

２，９０８

２，７７９

１２９

２９８

１０，２４０

支出 

業務費 

教育研究経費 

施設整備費 

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 

計 

９，４０２

９，４０２

５４０

２９８

１０，２４０

 

［人件費の見積り］ 

期間中総額６，２３９百万円を支出する（退職手当は除く）。 

（うち，総人件費改革に係る削減の対象となる人件費総額５，０５８百万円） 

 

「運営費交付金」のうち，平成 24 年度当初予算額６，１６９百万円，前年度よりの繰越額

のうち，使用見込額３２５百万円 

 

「施設整備費補助金」のうち，平成 24 年度当初予算額３５６百万円，前年度よりの繰越額

１５１百万円 

 

「産学連携等研究収入及び寄附金収入等」のうち，前年度よりの繰越額からの使用見込額

１１４百万円 
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２．収支計画  

平成２４年度 収支計画 

（単位：百万円） 

区  分 金  額 

費用の部 

経常費用 

業務費 

教育研究経費 

受託研究経費等 

役員人件費 

教員人件費 

職員人件費 

一般管理費 

財務費用 

減価償却費 

臨時損失 

 

収益の部 

経常収益 

運営費交付金収益 

授業料収益 

入学金収益 

検定料収益 

受託研究等収益 

寄附金収益 

財務収益 

雑益 

資産見返運営費交付金等戻入 

資産見返補助金等戻入 

資産見返寄附金戻入 

資産見返物品受贈額戻入 

臨時利益 

純利益 

目的積立金取崩益 

総利益 

９，２４１

９，２４１

８，６８５

１，８４０

４７

９１

５，３９４

１，３１３

３０８

２

２４６

０

９，２４１

９，２４１

６，１３９

１，９５３

３４９

１０３

４７

２４６

１

１５７

１７３

２８

４５

０

０

０

０

０
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３．資金計画  

平成２４年度 資金計画 

（単位：百万円） 

区  分 金  額 

資金支出 

業務活動による支出 

投資活動による支出 

財務活動による支出 

翌年度への繰越金 

 

資金収入 

業務活動による収入 

運営費交付金による収入 

授業料・入学金及び検定料による収入 

受託研究等収入 

寄附金収入 

その他の収入 

投資活動による収入 

施設費による収入 

その他の収入 

財務活動による収入 

前年度よりの繰越金 

１０，６０４

８，９９５

１，２４５

０

３６４

１０，６０４

９，２６０

６，１６９

２，７７９

４７

１３７

１２８

５４１

５４０

１

０

８０３
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別表（学部の学科，研究科の専攻等） 

 

教育学部（第一部）

 

 

 

 

 

 

教育学部（第二部）

 

 

 幼稚園教員養成課程        ６０人（うち教員養成に係る分野   60人）

 学校教育教員養成課程   １，１８５人（うち教員養成に係る分野1,185人）

小学校教員養成課程      ２９０人（うち教員養成に係る分野  290人）

 中学校教員養成課程      １０５人（うち教員養成に係る分野  105人）

 特別支援教育教員養成課程   １８０人（うち教員養成に係る分野  180人）

 養護教諭養成課程       １２０人（うち教員養成に係る分野  120人）

 教養学科         １，６２０人 

 小学校教員養成課程      ３５０人（うち教員養成に係る分野  350人）

 

教 育 学 研 究 科

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校教育専攻         ３２人（うち修士課程 32人） 

 国語教育専攻         １６人（うち修士課程 16人） 

 社会科教育専攻        ３２人（うち修士課程 32人） 

 数学教育専攻         １６人（うち修士課程 16人） 

 理科教育専攻         ３６人（うち修士課程 36人） 

 英語教育専攻         １２人（うち修士課程 12人） 

 家政教育専攻         １２人（うち修士課程 12人） 

 音楽教育専攻         ２４人（うち修士課程 24人） 

 美術教育専攻         ２４人（うち修士課程 24人） 

 保健体育専攻         ２０人（うち修士課程 20人） 

 特別支援教育専攻       ２４人（うち修士課程 24人） 

 技術教育専攻          ６人（うち修士課程  6人） 

 養護教育専攻          ６人（うち修士課程  6人） 

 実践学校教育専攻       ６０人（うち修士課程 60人） 

 健康科学専攻         ４２人（うち修士課程 42人） 

 総合基礎科学専攻       ３２人（うち修士課程 32人） 

 国際文化専攻         ２４人（うち修士課程 24人） 

 芸術文化専攻         ２４人（うち修士課程 24人） 

 

  

特別支援教育特別専攻科

 

 

  ３０人 

 

附 属 幼 稚 園

附 属 天 王 寺 小 学 校

附 属 池 田 小 学 校

附 属 平 野 小 学 校

附 属 天 王 寺 中 学 校

附 属 池 田 中 学 校

附 属 平 野 中 学 校

附属高等学校天王寺校舎

附属高等学校池田校舎

附属高等学校平野校舎

附 属 特 別 支 援 学 校

  

 

 １５０人   学級数  ６ 

 ７０５人   学級数 １８ 

 ７０５人   学級数 １８ 

 ７０５人   学級数 １８ 

 ４８０人   学級数 １２ 

 ４８０人   学級数 １２ 

 ３６０人   学級数  ９ 

 ４８０人   学級数 １２ 

 ４８０人   学級数 １２ 

 ３６０人   学級数  ９ 

  ６０人   学級数  ９（小学部，中学部，高等部各３学級） 

 

 


